
年 12 月 5 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和7

利用者数　　:21名

活動場所　　:ほまれの家中部

実施日程　　:令和7年12月5日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ほまれの家中部 事業所番号 2310500471

住　所 愛知県海部郡大治町堀之内深田20-2　ウィズネス1Ｂ－Ｃ 管理者名

海部障害者就業・生活支援センターが来訪し「ナカポツ支援について」の
研修を行った。
一般就労の必要性について福祉サービスから一般就労しなければいけない
のか、また就労するにあたって準備する事、必要なことを説明した。

古田　将之

電話番号 052-446-5177 対象年度

●参加した利用者からの意見・評価
一般就労に向けて必要な準備が分かった。ナカポツという支援機関を初めて知った。
 企業が求める人物像がわかった。

 ●利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい
一般就労への意識づけになった
 ●利用者にとってのメリット
ナカポツを知らない利用者も多かった為サポートしてもらえる機
関を知る機会になった。

●連携した結果に対する意見または評価
一般就労を行う際に必要なのは作業スキル、作業スピードではなく健康管理や身だしなみだということをメンバーさんに伝える事が
できたと思う。
 ●今後の連携強化に向けた課題
作業スピード、作業スキルが整っていなければ就労できないと思っている利用者が多いが、
基本的な健康管理、日常管理が伴っていないと就労に結びつかない事必要なことを再度伝えていきたい。

利用者からの意見・評価

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:
　　　　　　　一般就労に向けた知識向上

●実施した結果 一般就労について考える機会になった
●得られた成果 一般就労をする際の支援機関について新たに知る
ことができた。

＜課題点＞

時間に余裕がなく、質疑応答をする時間がなかった為、
別途話をする時間を設ける必要があった。

令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 海部障害者就業・生活支援センター 丸山 枝里さま

様式２


